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新年明けましておめでとうございます。
令和二年の年頭にあたり、皆様には、健やかに新年を迎えられましたことと
心からお慶び申し上げます。また、日ごろより、私ども日本住宅パネル工業
協同組合の業務についてご指導ご支援を頂戴しておりますことに、心より感
謝申し上げます。
昨年は、国際情勢が不透明感を増す中、経済動向は引き続き安定的に推移

しましたが、一連の台風を始め多くの災害に見舞われた年でもありました。
新しい年もまた、さまざまな変化や課題が待ち受けていると思いますが、し
っかりと足元を見つめて、着実な歩みを続けて行きたいと考えております。

担当地域

支所の体制

・九州地方7県と沖縄県
・中国地方5県
・四国地方4県

主な業務

支所長からのメッセージ

・公営、公的住宅における内装パネル工
法、地場産材活用の提案、設計施工

・民間マンションにおけるシステム収納
家具、内装部材の提案、設計施工

・学校施設、老健施設等への木質化商品
の提案、設計施工

西日本支所では、工場で製作された内
装パネル工法による災害公営住宅をはじ
め、民間マンション、学校、老健施設な
ど幅広い用途の建築物にシステム収納家
具等の提案を行うなど内装のプロフェシ
ョナル集団としての業務に取り組んでお
ります。
また、林業が盛んな九州地区において

は、木材利用促進が進んでおり、福岡と
広島のショールームでも地場産木材を利
用した商品・商材を多数展示しておりま
す。お近くにお越しの際には、是非お立
ち寄り下さい。

西日本支所長
永吉 俊朗

・西日本支所（福岡）
・営業所（広島、山口、松山、鹿児島、

宮崎、長崎、熊本、沖縄）
・事務所（島根、鳥取）
・事務局職員数 71名
・組合員数 7社

理事長 座間 愛知

詳しくは、ホームページをご覧ください。

パンフレット表紙

新商品・新商材 エアー・ウォッシュ
ひのき台形集成材フローリング

「エアー・ウォッシュ ひのき台形集成材フローリング」は、消臭効果・
VOC分解・抗菌作用の3つの特徴を備えた床用の部材です。
床面に塗布された酸化チタンが、光触媒作用により悪臭のもとやアレル

ギーのもととなるVOC（揮発性有機化合物）、インフルエンザ・ノロウイル
スなどの細菌を除去します。
また、塗装の表面硬度はJISの引っかき硬度（鉛筆法）試験による6H（現

行の基準では最も高い水準）であり、車いすやキャスターの使用にも凹みや
傷がつきにくくなっています。
本製品はひのきの間伐材を有効活用した台形集成材を使用しており、森林

資源の有効活用に資する環境にやさしい商品です。

本年もよろしくお願い申し上げます

九州・沖縄・中国地区は東アジアと日本を結ぶゲートウエ
イとして成長の可能性を大きく秘めた地域であり、博多・広
島駅周辺の再開発事業など今後益々充実した都市整備が計画
されています。一方、熊本地震や豪雨災害など毎年のように
自然災害に見舞われている地域でもあります。

http://www.panekyo.or.jp/product/floor/floor004.html
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市営舞原災害公営住宅（熊本市） 内装工事（内装プレハブ工法採用）

モクコレWood Collection 令和元年 に出展
パネ協東日本支所は、令和元年12月10日・11日の2日間、東京ビッグサ

イト（江東区）で、開催された「モクコレWood Collection 令和元年」に
出展し、間仕切りパネル、不燃ウォール（国産杉突板張り）、内装用不燃
木材NMウッド（格子材・羽目板）、台形集成材を用いて作成した家具、フ
ローリング、てすりむ（木製手すり）などの木材を活用した工業化内装部
材・部品を展示いたしました。

モクコレWood Collectionは、「全国各地の国産材が集まる日本唯一の
木の祭典」として東京都が開催しており、パネ協も平成29年(2017年)から
継続して出展しています。

なお、パネ協は、JAPANSHOP（2020年3月3日～6日・東京ビッグサイト）
にも出展予定です。

住棟外観

写真（左） 2DKタイプ DK
（中） 2DKタイプ 和室
（右） 2DKタイプ 廊下

インフィル製品保証制度を拡充 民間施設も保証対象に

平成28年4月に発生した熊本地震は熊本都市圏と阿
蘇地方を中心に多数の家屋倒壊と土砂災害など甚大
な被害をもたらしました。（人的被害は2500人余り
、住家被害は約17万棟）

熊本県は、同年8月に「復旧復興プラン」を策定し
、住まいの再建のために災害公営住宅1715戸を来年3
月末までに整備することとしています。

熊本市営舞原災害公営住宅（第一団地、19戸と集
会所）は、その一環として整備されたものであり、
平成31年4月に大西一史市長を始め入居予定者などの
臨席のもと落成式が行われました。

パネ協は、内装造作工事、床、手すり工事などに
携わりました。引き続き、益城町の馬水（まみず）
地区の災害公営住宅などの内装工事を通じて地域の
速やかな復興に貢献したいと考えています。

http://www.panekyo.or.jp/effort/effort1.html

パネ協が平成16年(2004年)から実施している
「インフィル製品保証制度」を拡充し、令和元

年12月1日より新たに民間の学校、福祉施設等を
保証対象に加えました。（従来は公営住宅、公的
住宅、民間賃貸住宅、学校等の公的施設が対象）
この保証制度は、当組合が供給したパネル材
（床・壁・天井）、造作材などの内装プレハブ

部材の瑕疵を原因とした不具合の補修費用を当組
合が負担することを保証するものです。
保証期間が、建設業者の瑕疵担保責任期間（一

般的には2年程度）終了以降、竣工・引き渡し後
10年間となっていることが特徴です。

なお、保証のための資力
を補完するため三井住友海
上保険㈱と保険契約を結ん
でいます。

詳しくは、ホームページ
をご覧ください。


